
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
七
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識�

　
　
　
　
　
　
―
金
沢
甚
衛
の
河
川
交
通
史
研
究
―

古
　
畑
　
侑
　
亮



285

戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識
（
古
畑
）

戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識 

　
　
　
　
　
　
―
金
沢
甚
衛
の
河
川
交
通
史
研
究
―

古　

畑　

侑　

亮
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に
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史
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）
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的
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誌

　
（
二
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附
記
」
と
書
き
込
み
か
ら
見
え
る
も
の

二　

学
術
雑
誌
へ
の
寄
稿

　
（
一
）
三
田
史
学
会
『
史
学
』
へ
の
寄
稿

　
（
二
）
国
際
交
通
文
化
協
会
『
交
通
文
化
』
へ
の
寄
稿

三　

学
界
に
お
け
る
評
価
と
戦
後
へ
の
継
承

　
（
一
）
同
時
代
に
お
け
る
評
価

　
（
二
）
戦
後
の
交
通
史
研
究
へ
の
継
承

　

お
わ
り
に
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

は
じ
め
に

　

国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
る
河
川
交
通
関
係
資
料
に
「
駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交
通
史
料
写
」（
資
料

群
記
号
Ｍ
二
六
。
以
下
の
資
料
記
号
で
は
表
記
を
省
略
）
が
あ
る
。

　

本
資
料
群
は
、
主
に
河
川
交
通
史
研
究
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
近
年
で
は
、
加
藤
僚
が
本
資
料
群
お
よ
び
自
治
体
史

を
活
用
し
て
、
富
士
川
渡
船
場
・
河
岸
場
の
構
造
と
機
能
、
富
士
川
流
域
の
河
岸
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

横
山
昌
寛
も
両
資
料
群
を
使
っ
て
富
士
川
に
お
け
る
舟
橋
・
浮
橋
の
技
術
史
を
描
き
出
し
た（

１
）。
本
資
料
群
を
使
っ
た
成
果
は
近
年
に
至
る

ま
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
は
一
部
の
交
通
史
研
究
者
に
認
知
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
資
料
群
自
体
の
基
礎
的
分
析
も
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　

資
料
群
の
旧
蔵
者
は
、
金か

な

沢ざ
わ

甚じ
ん

衛え
い

（
明
治
二
四
年
〈
一
八
九
一
〉
～
昭
和
五
六
年
〈
一
九
八
一
〉）
で
あ
る
。
秋
田
県
由
利
郡
に
生
ま

れ
た
甚
衛
は
、
戦
前
に
内
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
中
央
慈
善
協
会
（
現
在
の
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
前
身
）
で
勤
務
し
て
お
り
、
戦

後
は
片
山
哲
内
閣
創
設
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
自
由
懇
話
会
と
い
う
文
化
団
体
に
所
属
、
新
生
活
運
動
に
関
わ
っ
た
。
公
益
財
団
法
人
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
に
も
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
一
日
付
け
で
甚
衛
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
資
料
群
が
あ
り
、「
金

沢
甚
衛
旧
蔵
資
料
」（
全
五
一
〇
点
）
の
名
称
で
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る（

２
）。

　

近
年
、
研
究
所
で
は
甚
衛
の
経
歴
や
著
作
に
つ
い
て
新
た
に
調
査
を
行
い
、
筆
者
が
そ
の
成
果
を
ま
と
め
て
い
る（

３
）。
ま
た
、
寺
田
格
郎

が
戦
前
の
自
身
の
体
験
や
聞
き
書
き
を
含
め
て
甚
衛
の
半
生
を
追
っ
て
お
り（

４
）、
謎
の
多
い
甚
衛
の
生
涯
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

前
稿
で
は
、
刊
行
物
か
ら
見
え
る
甚
衛
像
を
社
会
事
業
の
実
践
と
歴
史
研
究
を
軸
と
し
て
戦
前
戦
後
を
通
し
て
描
く
こ
と
を
試
み
た
。

戦
前
に
お
け
る
甚
衛
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
甚
衛
が
執
筆
し
た
河
川
交
通
史
の
論
文
を
発
掘
し
、
こ
れ
ま
で
「
古
文
書
収
集
家
」
と



287

戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識
（
古
畑
）

呼
ば
れ
て
き
た
甚
衛
を
単
な
る
コ
レ
ク
タ
ー
に
留
ま
ら
な
い
「
在
野
の
交
通
史
研
究
者
」
と
し
て
描
き
直
す
こ
と
を
試
み
た
。

　

近
年
の
史
学
史
研
究
に
お
い
て
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
卓
越
化
の
過
程
が
再
検
証
さ
れ
る（

５
）一
方
で
、
東
京
帝
国
大
学
国
史
研
究
室

の
み
に
収
斂
し
な
い
、
よ
り
多
様
な
諸
主
体
の
関
係
性
の
中
で
史
学
史
が
描
き
直
さ
れ
て
き
て
い
る（

６
）。
夏
目
琢
史
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究

状
況
に
対
し
て
「
反
官
学
的
な
「
民
間
史
学
」
が
台
頭
し
、
一
方
で
は
経
済
学
や
社
会
学
分
野
か
ら
の
歴
史
研
究
も
生
ま
れ
始
め
て
い

た
」
明
治
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
「
歴
史
学
の
状
況
を
よ
り
ト
ー
タ
ル
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
日
本
社
会
史
」「
文
化

史
」「
郷
土
史
」
な
ど
の
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
」
の
周
縁
で
う
ご
め
い
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
学
の
形
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う（

７
）」
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
学
に
所
属
を
持
た
な
い
在
野
研
究
へ
の
関
心
が
高
ま
る
現
在（
８
）、
在
野
研
究
者
に
つ
い
て
の
研
究
は
よ
り

一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
言
え
、
そ
の
研
究
活
動
の
実
態
や
果
た
し
た
役
割
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
て
明
ら
か

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
駿
河
国
富
士
郡
岩
本
村
文
書
な
ら
び
に
富
士
川
交
通
史
料
写
」
に
つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
も
触
れ
た
も
の
の
、
概
要
を
示
す
に
留

ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
両
資
料
群
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
後
の
調
査
成
果
を
踏
ま
え
て
甚
衛
の
蒐
集
活
動
と
河
川
交
通
史
研
究
に
つ

い
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
す
る
。
は
じ
め
に
、「
岩
本
村
文
書
」
と
「
富
士
川
交
通
史
料
写
」
の
伝
来
過
程
と
基
本
的
書
誌
を
紹
介
す

る
と
共
に
、
金
沢
甚
衛
に
よ
る
河
川
交
通
関
係
資
料
の
蒐
集
の
実
態
と
彼
の
史
料
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
彼
の
交
通
史
関

係
論
文
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
資
料
の
活
用
の
さ
れ
方
に
迫
る
。
さ
ら
に
甚
衛
の
河
川
交
通
史
研
究
に
対
す
る
同
時
代
的
な
評
価
や
戦
後

の
交
通
史
研
究
へ
の
影
響
ま
で
を
見
通
す
こ
と
で
、
在
野
研
究
者
と
し
て
果
た
し
た
役
割
を
考
え
た
い
。

　

以
下
、
引
用
文
中
の
史
料
名
は
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
、
行
替
え
は
「
／
」
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
強
調
で
あ
る
。
と
く

に
断
り
が
な
い
場
合
は
「（　
　

）」
も
史
料
中
の
表
記
で
あ
る
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

一　

東
海
道
交
通
史
料
の
蒐
集

（
一
）
伝
来
と
基
本
的
書
誌

　

は
じ
め
に
、「
岩
本
村
文
書
」
と
「
富
士
川
交
通
史
料
写
」
の
基
礎
的
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
「
岩
本
村
文
書
」（
四
六
二
点
）
は
、
新
町
三
井
家
一
〇
代
・
三
井
源
右
衛
門
（
高た

か

遂な
る

／
一
八
九
六
～
一
九
八
六
）
の
手
を
経
て
旧
三
井

文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
国
立
史
料
館
（
現
国
文
学
研
究
資
料
館
、
以
下
史
料
館
と
表
記
）
へ

譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

９
）。
薄
い
冊
子
体
文
書
や
一
紙
文
書
は
数
点
か
ら
一
〇
数
点
ま
と
め
て
仮
製
本
さ
れ
て
い
る
。
書
状
等
の
史
料
も

折
本
の
形
に
糊
付
け
製
本
さ
れ
、
伸
展
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
厚
紙
表
紙
の
右
肩
に
は
「
学
術
史

料
／
（
文
部
省
学
術
課
）」
の
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、
綴
じ
ら
れ
た
個
々
の
史
料
に
も
史
料
館
の
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
が
確
認
で
き

る
。
一
方
で
背
表
紙
に
は
史
料
館
の
ラ
ベ
ル
と
は
異
な
る
番
号
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
井
文
庫
の
配
架
番
号
で
あ
り
、

製
本
は
三
井
文
庫
時
代
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

岩
本
村
（
現
静
岡
県
富
士
市
岩
本
）
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
松
岡
村
ほ
か
数
ヶ
村
と
合
併
し
て
岩

松
村
と
な
っ
た
。「
岩
本
村
文
書
」
は
、
こ
の
岩
本
村
か
ら
岩
松
村
へ
引
き
継
が
れ
た
村
有
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
岩
本
村
は
、

早
く
か
ら
東
海
道
と
甲
駿
往
還
お
よ
び
富
士
川
と
い
う
水
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
開
け
、
戦
国
期
に
は
伝
馬
宿
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）、
そ
れ
ま
で
岩
淵
村
（
現
富
士
市
岩
淵
）
が
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
富
士
川
渡
船
役
の
う
ち

三
分
の
一
を
受
け
取
り
、
渡
船
役
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
岩
本
村
に
は
慶
長
期
以
来
富
士
川
舟
運
の
河
岸
場
が
お
か
れ
、
甲

州
と
の
間
の
物
資
輸
送
を
担
っ
た
が
、
宝
暦
期
以
降
は
岩
淵
河
岸
に
中
心
が
移
っ
て
い
く
。

　

一
方
の
「
富
士
川
交
通
史
料
写
」（
全
八
一
冊
。
以
下
「
史
料
写
」
と
表
記
）
は
、
金
沢
甚
衛
が
岩
本
村
を
は
じ
め
周
辺
地
域
の
史
料
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戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識
（
古
畑
）

を
採
訪
筆
写
し
た
資
料
集
で
、
昭
和
初
期
に
三
井
家
へ
寄
託
さ
れ
た（

（1
（

。
第
八
冊
の
裏
表
紙
に
は
「
昭
和
七
年
五
月
三
廿
日
寄
託
」、
第
一

五
冊
に
は
「
昭
和
七
年
六
月
九
日
寄
託
」
の
貼
札
が
あ
り
、
同
年
の
う
ち
に
何
回
か
に
分
け
て
寄
託
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
の
昭

和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
史
料
館
に
譲
渡
さ
れ
た（

（1
（

。
岩
本
村
関
係
文
書
の
写
し
が
中
心
だ
が
、
そ
の
他
、
富
士
川
堤
普
請
、
富
士
川
用

水
、
富
士
川
船
、
富
士
山
林
等
、
富
士
周
辺
の
文
書
が
広
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
「
史
料
写
」
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
大
き
さ
は
五
・
七
×
二
三
・
〇
㎝
、
四
針
眼
の
和
綴
じ
で
あ
る
。
未
書
き
込
み
の
題
箋

付
き
赤
茶
色
表
紙
を
開
い
た
初
丁
に
は
、
兎
と
「
し
ん
ま
ち
み
つ
い
け
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
新
町
三
井
家
九

代
・
高た

か

堅か
た

（
（
（1
（

一
八
六
七
～
一
九
四
五
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
同
資
料
群
を
甚
衛
か
ら
購
入
し
た
の
は
、
高
遂
で
は
な
く
、
先
代
の
高
堅

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

初
丁
に
は
、「
東
海
道
交
通
史
料
／
富
士
川
之
巻
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、「
富
士
川
交
通
史
料
写
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
も
と
も
と
の
名
称
は
「
東
海
道
交
通
史
料
」
だ
っ
た（

（1
（

の
で
あ
り
、「
富
士
川
之
巻
」
以
外
の
巻
も
存
在
（
あ
る
い
は
編
纂
を
予

定
）
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。「
富
士
川
之
巻
」
だ
け
で
八
一
冊
で
あ
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
相
当
大
規
模
な
史
料
集
の
編
纂

が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
初
丁
以
降
は
、
原
稿
用
紙
に
筆
で
書
か
れ
、
目
次
を
は
じ
め
と
し
て
一
部
に
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み

が
見
ら
れ
る
。

（
二
）「
附
記
」
と
書
き
込
み
か
ら
見
え
る
も
の

　
「
史
料
写
」
に
収
録
さ
れ
た
各
史
料
は
、
表
題
に
一
丁
を
使
い
、
そ
の
見
返
し
に
「
附
記
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
甚
衛
に
よ
る

資
料
解
題
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
三
巻
以
降
は
、
見
返
し
に
「
附
記
」
と
あ
っ
て
も
解
題
が
未
記
入
の
も
の
、
あ
る
い

は
見
返
し
が
全
く
白
紙
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
以
降
の
巻
で
は
、
む
し
ろ
甚
衛
に
よ
る
校
正
や
書
き
込
み
が
注
目
す
べ
き
も
の
と
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な
る
。

　

以
下
で
は
、
本
文
末
尾
に
付
し
た
「
表
１　
「
富
士
川
交
通
史
料
写
」
附
記
・
書
込
一
覧
」
を
参
照
し
な
が
ら
、「
附
記
」
と
書
き
込
み

の
分
析
に
よ
り
、
甚
衛
に
よ
る
史
料
蒐
集
の
実
態
と
史
料
認
識
に
迫
り
た
い
。
な
お
、
以
下
で
は
「
史
料
写
」
の
資
料
番
号
（
〇
四
六

三
）
を
省
略
し
、
枝
番
号
の
み
で
表
記
す
る
。

ⅰ　

地
域
資
料
の
把
握
と
始
原
の
特
定

　

第
一
冊
の
冒
頭
に
収
録
さ
れ
た
「
富
士
川
川
除
普
請
願
」（
〇
一
（
〇
一
））
に
は
「
本
書
ハ
当
川
川
除
普
請
ニ
関
ス
ル
最
モ
古
キ
文
書

ニ
シ
テ
、
此
以
外
ニ
ハ
二
三
ノ
断
片
的
記
述
ト
、
誤
謬
ヲ
含
メ
ル
口
碑
ノ
存
ス
ル
ア
ル
ノ
ミ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
寛
政
二
～
文
化
七
年
（
一
七
九
〇
～
一
八
一
〇
）
ま
で
の
普
請
に
よ
る
入
用
を
記
し
た
「
富
士
川
東
岸
御
普
請
御
入
用
覚
」

（
〇
二
（
〇
一
））
に
は
、「
川
除
普
請
に
関
し
連
年
の
費
用
を
列
記
し
た
る
も
の
他
に
な
く
、
元
禄
時
よ
り
数
次
の
普
請
入
用
に
付
て
は

別
に
史
料
あ
り
。
尚
ほ
元
禄
以
降
の
普
請
に
あ
り
て
は
其
の
費
用
を
知
る
に
足
る
記
録
を
見
ず
」
と
年
代
ご
と
の
史
料
の
残
存
状
況
を
把

握
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
富
士
川
渡
船
役
人
扶
持
米
証
文
」（
〇
五
（
〇
一
））
に
は
、「
本
書
は
富
士
川
に
於
け
る
最
初
の
扶
持
証
文
に
し
て
藩
主
よ

り
出
で
た
る
も
の
な
り
。
後
幕
府
賄
と
な
る
」
と
記
さ
れ
、「
御
扶
持
・
地
方
・
下
毛
・
入
作　

四
色
物
割
帳
（
渡
船
方
勘
定
）」（
〇
五

（
〇
五
））
に
は
、「
本
書
の
四
色
物
乃
ち
御
扶
持
、
地
方
、
下
毛
、
入
作
に
付
て
は
別
に
史
料
を
存
ず
。
尚
ほ
本
書
は
四
色
割
帳
と
名
け

て
最
初
の
も
の
に
し
て
之
に
前
書
（
別
写
）
を
附
せ
り
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
年
代
の
古
い
文
書
に
つ
い
て
は
逐
次
指
摘
が
あ
り
、
甚
衛

が
始
原
の
特
定
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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ⅱ　

相
互
参
照

　
「
附
記
」
に
は
、
関
係
資
料
の
参
照
先
を
示
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
の
「
富
士
川
川

除
普
請
願
」（
〇
一
（
〇
三
））
に
は
、「
岩
本
村
旧
記
（
別
写
）
ニ
当
年
「
川
除
請
負
人
府
中
伝
馬
町
某
」
云
々
ト
ア
リ
。
此
村
請
負
願

ニ
付
テ
ハ
他
ニ
知
ル
ト
コ
ロ
ナ
シ
」
と
記
さ
れ
、「
岩
本
村
旧
記
」（
一
四
（
〇
一
））
の
関
係
記
述
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
史
料
写
」
に
筆
写
さ
れ
た
「
岩
本
村
旧
記
」（
一
三
～
一
七
、
三
一
）
は
、
岩
本
村
の
名
主
山
崎
又
右
衛
門
が
享
保
一
七
年
（
一
七
三

二
）
に
編
纂
し
た
前
編
と
山
崎
長
平
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
編
纂
し
た
後
編
か
ら
な
る（

（1
（

。
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
編
ま
れ

た
『
富
士
市
史
』
下
巻
で
は
、「
岩
本
村
に
発
生
し
、
ま
た
関
係
し
た
江
戸
時
代
中
の
重
要
な
事
件
や
問
題
を
克
明
に
記
録
し
た
一
種
の

村
の
歴
史
書
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
村
を
め
ぐ
る
諸
権
益
や
他
村
と
の
関
係
を
年
代
記
に
し
て
裁
判
の
際
に
役
立
て
る
と
い
う
「
実
用

主
義
的
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
村
落
生
活
の
中
か
ら
成
長
し
発
展
し
て
い
っ
た
経
験
的
合
理
意
識
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ
る
素
朴
な

歴
史
意
識
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
歴
史
書
、
い
や
歴
史
記
録
で
あ
っ
た
」
と
高
く
評
価
し
、
化
政
期
の
村
落
共
同
体
に
お
け
る
技
術
・
文
化

や
富
士
川
渡
船
・
富
士
川
舟
運
の
叙
述
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
村
で
の
出
来
事
を
編
年
で
広
く
網
羅
し
た
「
岩
本
村
旧
記
」
は
甚
衛
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
史
料
で
あ
り
、
傍
証
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
三
度
飛
脚
小
越
船
ニ
付
証
文
」（
〇
七
（
〇
三
））
に
は
、「
三
度
飛
脚
に
関
す
る
当
渡
船
場
の
史
料
は
本
書
の
外
、
宝
永
三
年

三
度
荷
物
附
送
書
付
を
主
な
る
も
の
と
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
史
料
写
」
に
当
該
史
料
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
続
け
て
「
尚
本

史
料
潤
井
川
之
巻
参
照
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
東
海
道
交
通
史
料
」
に
は
「
潤
井
川
之
巻
」
が
存
在
し
、「
宝
永
三
年
三
度
荷

物
附
送
書
付
」
は
同
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、「
聖
護
院
宮
伝
馬
賃
銭
請
取
」（
三
八
（
〇
二
））
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
附
記
」
が
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。

聖
護
院　

宮
様
御
儀
先
年
正
徳
三
巳
年
富
士
村
山
江
御
廻
り
被
為
遊
候
、
此
節
松
岡
御
役
所
に
鈴
木
三
郎
兵
衛
様
御
手
代
玉
村
曽
右
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衛
門
様
と
申
仁
御
勤
被
遊
…
…
…
（
下
略
）

　
　
　
　

宝
暦
七
年
「
聖
護
院
通
行
御
用
向
扣
帳
」
よ
り
抜
書

　
「
聖
護
院
通
行
御
用
向
扣
帳
」
は
、「
岩
本
村
文
書
」
の
「
聖
護
院
様
御
通
ニ
付
御
用
向
控
帳
」（
〇
二
二
〇
）
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
た

文
書
と
関
係
が
あ
る
記
述
と
し
て
抜
書
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
史
料
写
」
に
は
基
本
的
に
甚
衛
が
所
蔵
し
て
い
な
い
文
書
が
筆
写
さ
れ
て

い
る
が
、
部
分
的
に
「
岩
本
村
文
書
」
か
ら
の
抄
録
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
甚
衛
は
、
参
照
先
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
史
料
写
」
内
の
史
料
同
士
、
あ
る
い
は
周
辺
史
料
と
有
機
性
を
持
た

せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ⅲ　

史
料
批
判

　
「
富
士
川
渡
船
修
覆
金
請
取
証
文
」（
〇
八
（
〇
四
））
で
は
、
享
保
一
四
年
の
「
富
士
川
渡
船
修
復
金
請
取
」
の
末
尾
に
付
記
さ
れ
た

「
口
上
覚
」
に
対
し
て
「
此
口
上
覚
は
此
請
取
の
末
端
に
名
主
の
書
入
れ
た
る
も
の
蓋
し
他
の
関
係
に
属
す
る
も
の
に
し
て
、
或
は
同
十

五
年
舟
大
工
甚
左
衛
門
の
修
復
金
請
取
書
所
載
の
事
項
と
参
照
勘
考
せ
ら
る
べ
き
も
の
か
」
と
、
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
と
の
関

係
性
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
享
保
一
七
年
の
「
富
士
川
渡
船
修
復
金
請
取
」
の
欄
外
に
は
、「
此
年
時
後
の
名
主
の
書
入
の

ま
ゝ
な
る
が
疑
は
し
。
恐
ら
は
此
以
降
な
る
べ
し
」
と
文
書
が
作
成
さ
れ
た
当
時
の
姿
で
は
な
い
点
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

　
「
富
士
川
渡
船
古
事
覚
書
」（
一
二
（
〇
一
））
の
「
附
記
」
で
は
、「
本
書
の
中
、
助
郷
の
記
事
は
年
代
再
調
を
要
す
べ
し
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文
一
条
目
の
「
沢
久
保
村
助
郷
の
儀
伊
奈
備
前
守
様
御
縄
入
の
節
よ
り
相
勤
候
」
の
記
述
に
疑
義
を
呈
し
て
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
網
引
人
足
の
事
は
岩
本
村
文
書
等
に
よ
り
所
謂
助
郷
と
別
に
考
ふ
べ
き
か
」
と
考
察
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
甚
衛
は
史
料
批
判
を
行
う
こ
と
で
よ
り
正
確
な
史
料
認
識
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ⅳ　

年
代
・
人
名
の
考
証

　
「
富
士
川
堤
出
工
事
出
来
形
覚
」（
〇
二
（
〇
三
））
で
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
の
条
に
村
方
名
主
に
続
け
て
名
前
を
連
ね

て
い
る
「
百
姓
代
与
次
平
」
に
対
し
、「
当
時
該
当
者
な
し
、
写
誤
り
な
る
べ
し
」
と
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
先
に
見
た
「
富
士
川
渡
船
古
事
覚
書
」（
一
二
（
〇
一
））
の
附
記
末
尾
に
は
、「
尚
本
書
所
載
高
木
伊
勢
守
は
初
代
道
中
奉
行

た
る
高
木
伊
勢
守
な
り
」
と
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
道
中
奉
行
を
兼
任
し
た
大
目
付
の
高
木
伊
勢
守
守
久（

（1
（

の
こ
と
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
甚
衛
は
年
代
や
人
名
に
つ
い
て
も
考
証
を
怠
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ⅴ　

字
句
の
校
訂

　
「
松
岡
村
上
下
往
還
掃
除
丁
場
定
」（
三
三
（
〇
二
））
で
は
、「
元
文
辛
卯
年
拾
月
村
々
立
会
極
め
申
候
」
と
の
記
述
に
対
し
て
欄
外
に

「
元
文
に
辛
卯
な
し
、
何
れ
か
誤
な
る
へ
し
」
と
書
か
れ
、
年
号
か
干
支
の
間
違
い
か
と
推
測
す
る
。
ま
た
、「
岩
本
郷
道
路
間
数
改
」

（
三
三
（
〇
三
））
で
は
、
本
文
の
「
土
手
よ
り
大
く
わ
ん
迄
三
十
間
」
と
の
表
記
に
対
し
て
、「
往
還
な
る
べ
し
」
と
注
記
し
、
文
意
を

補
っ
て
い
る
。

　
「
繰
舟
公
事
訴
状
」（
三
六
（
〇
二
））
で
は
、
連
名
の
末
尾
に
「
岩
渕
御
役
人
／
六
十
人
（
名
省
略
）
／
岩
本
村
御
役
／
三
拾
人

（
〃　

）」
と
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
欄
外
に
「
筆
写
の
際
」
と
記
し
て
い
る
。
史
料
の
表
記
が
ど
の
段
階
で
省
略
さ
れ
た
も
の
な
の

か
「
史
料
写
」
を
利
用
す
る
人
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
甚
衛
が
配
慮
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ⅵ　

資
料
集
の
利
用

　
「
富
士
川
渡
船
二
付
船
頭
差
入
証
文
」（
一
二
（
一
〇
））
に
は
、「
本
書
は
「
牧
民
金
鑑
」
其
他
に
『
東
海
道
川
々
并
川
越
船
頭
等
年
来
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不
届
之
取
計
茂
有
之
趣
相
聞
候
間
、
夫
々
吟
味
之
上
御
仕
置
可
申
付
処
』
云
々
と
あ
る
も
の
に
該
る
。
尚
此
際
の
船
賃
其
他
に
関
し
て
別

写
参
照
の
こ
と
」
と
書
か
れ
、
幕
府
代
官
荒
川
清
兵
衛
顕
道
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
編
纂
し
た
『
牧
民
金
鑑
』
が
参
照
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、「
加
島
村
村
社
八
幡
社
社
伝
」（
三
三
（
〇
一
））
で
は
、
表
題
に
「（
富
士
川
下
流
に
関
す
る
記
述
を
含
む
）」
と
記
さ
れ
、
本

文
に
は
「
村
社
八
幡
社
々
伝
（
富
士
川
郡
加
島
村
史
資
料
）」
と
し
て
次
の
史
料
が
筆
写
さ
れ
、
以
下
社
伝
の
引
用
が
続
い
て
い
る
。

村
社　

八
幡
宮

　
　

十
兵
衛
村
八
幡
百

　
　

七
十
七
番

　
　

社
伝

　
　
　
　
　
　

水
府
藩
士
伊
藤
某　

宝
永
六
年

　
　
　
　
　
　

ノ
筆
記

　
　
　
　
　
　
　

元
ハ
社
内
ニ
納
置
シ
カ
今
ハ

　
　
　
　
　
　
　

十
兵
衛
村
篠
山
十
兵
衛
方
ヘ

　
　
　
　
　
　
　

預
ケ
置

駿
州
冨
士
郡
下
方
庄
小
木
里
加
島
郷
横
割
村
八
幡
宮
ノ
御
事
古
今
申
シ
伝
ヘ
候
荒
増
書
記
候
覚

　

引
用
元
と
さ
れ
て
い
る
「
富
士
川
郡
加
島
村
史
」
と
は
何
か
。
富
士
郡
長
鈴
木
七
二
郎
の
提
議
で
編
纂
さ
れ
た
「
富
士
郡
田
子
浦
・
加

島
・
岩
松
村
誌
〔
富
士
郡
町
村
誌
〕〔
四
〕」
を
参
照
す
る
と
、「
八
幡
宮
／
イ
、
位
置　

十
兵
衛
字
八
幡 

百
七
十
七
番
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
三
項
目
と
ん
だ
「
ホ
、
由
緒
」
の
後
半
か
ら
「
駿
州
冨
士
郡
下
方
庄
小
木
里
加
島
郷
横
割
村
八
幡
宮
ノ
御
事
古
今
申
シ
伝
ヘ
候
荒
増
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書
記
候
覚
」
と
、
以
下
同
じ
文
章
が
続
い
て
い
る
。

　
「
富
士
郡
田
子
浦
・
加
島
・
岩
松
村
誌
」
は
、「
大
正
元
年
こ
ろ
富
士
郡
下
の
当
時
の
各
町
村
で
個
別
に
編
集
さ
れ
た
も
の
を
当
館
で
編

集
し
、
叢
書
と
し
た
も
の（

（1
（

」
で
あ
る
。
富
士
市
立
中
央
図
書
館
に
は
、「
加
島
村
誌
」
一
～
四
の
複
写
版
（
請
求
記
号
：
Ｃ
二
一
四
）
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
の
原
本
が
編
集
前
の
「
加
島
村
誌
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
は
、「
イ
」
や
「
ホ
」
と
い
っ
た
記
号
が

施
さ
れ
て
い
な
い
点
以
外
は
「
富
士
郡
田
子
浦
・
加
島
・
岩
松
村
誌
」
と
同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館

に
は
、
甚
衛
か
ら
三
井
文
庫
を
通
し
て
史
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
駿
河
冨
士
郡
加
島
村
々
史
原
稿
残
闕
」（
請
求
記
号
：215.4:G47:1

）

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
加
島
村
誌
」
の
原
稿
を
執
筆
項
目
ご
と
に
紙
縒
り
で
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現

時
点
で
甚
衛
が
目
に
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
の
は
こ
の
原
稿
で
あ
る
が
、
そ
の
入
手
経
緯
を
含
め
て
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

ⅶ　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
痕
跡

　
「
史
料
写
」
編
纂
の
数
年
後
の
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
静
岡
県
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
に
は
、「
史
料
写
」
と

共
通
す
る
文
書
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
一 

安
藤
直
次
外
二
名
連
著
手
形
」
は
「
富
士
川
渡
船
役
人
扶
持
米
証
文
」
〇
五
（
〇

一
）
と
、「
二 

鳥
居
成
次
外
二
名
連
著
手
形
」
は
「
富
士
川
渡
船
役
人
扶
持
米
証
文
」（
〇
五
（
〇
二
））
と
同
じ
文
書
で
あ
る
。『
静
岡

県
史
料
』
で
は
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
五
点
が
「
旧
岩
淵
里
長
文
書
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
史
料
写
」
の
「
富
士
川
渡
船
役
人

扶
持
米
証
文
」（
〇
五
（
〇
一
～
〇
三
））
に
は
、「
庵
原
郡
岩
渕
町
常
盤
氏
本
書
所
蔵
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
所
蔵
先
の
常
盤
家
は
江

戸
期
に
名
主
を
務
め
て
い
た
旧
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
静
岡
県
史
料
』
の
刊
行
当
時
の
当
主
は
、「
常
磐
稔
」
で
あ
る（

（2
（

。

　

ま
た
、「
渡
船
古
証
文
改
ニ
付
書
上
」（
〇
七
（
〇
六
））
の
附
記
に
は
、「
本
書
并
本
書
所
載
の
文
書
は
何
れ
も
昭
和
四
年
現
存
、
庵
原
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郡
冨
士
川
町
（
旧
岩
渕
村
）
斎
藤
縫
殿
左
衛
門
の
跡
同
髙
次
郎
方
に
於
て
属
目
す
。
尚
市
郎
右
衛
門
は
善
七
の
跡
な
り
。（
別
写
参
照
）」

と
書
か
れ
て
お
り
、
甚
衛
が
同
家
に
て
史
料
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
に
は
、「
庵
原
郡
富
士
川

町 
斎
藤
髙
次
郎
蔵
」
と
し
て
五
点
の
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
四 

岩
淵
村
市
郎
右
衛
門
岩
本
村
秋
兵
衛
等
口
上
」
は
、

甚
衛
が
筆
写
し
た
「
富
士
川
渡
船
ニ
付
願
」（
〇
七
（
〇
一
））
と
同
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
斎
藤
髙
次
郎
は
、
岩
淵
地
区
の
区
長
を
三

二
年
間
務
め
た
人
物
で
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
町
議
会
か
ら
永
年
勤
続
区
長
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
（『
富
士
川
町
史
』
富

士
川
町
、
一
九
六
二
年
）。

　
『
静
岡
県
史
料
』
は
、
黒
板
勝
美
と
辻
善
之
助
が
編
纂
顧
問
、
足
立
鍬
太
郎
（
編
纂
終
盤
の
昭
和
七
年
一
一
月
に
病
没
）
が
編
纂
主
事

を
務
め
た
自
治
体
史
で
あ
る
。
編
纂
メ
ン
バ
ー
と
甚
衛
と
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
か
は
未
詳
だ
が
、
前
後
し
て
同
じ
旧
家
に
史
料
採
訪
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
が
か
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
甚
衛
は
、
実
際
に
富
士
川
の
地
を
訪
れ
て
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
痕
跡
が

「
史
料
写
」
に
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ⅶ　

三
井
文
庫
に
よ
る
対
照

　
「
御
扶
持
・
地
方
・
下
毛
・
入
作　

四
色
物
割
帳
（
渡
船
方
勘
定
）」（
〇
五
（
〇
六
））
に
は
挟
み
込
み
文
書
が
あ
り
、「
当
文
庫
に
あ

り
、
子
之
年
御
扶
持
、
地
方
、
下
毛
、
入
作
四
色
割
請
取
帳　

一
冊　

享
保
十
七
年
十
一
月
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
井
文
庫

の
職
員
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
冊
に
も
目
次
に
文
書
の
差
出
人
・
受
取
人
の
名
前
や
対
応
す
る
番
号
を
鉛
筆

書
き
し
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
こ
れ
も
三
井
文
庫
に
お
け
る
対
照
・
研
究
の
痕
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



297

戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
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二　

学
術
雑
誌
へ
の
寄
稿

（
一
）
三
田
史
学
会
『
史
学
』
へ
の
寄
稿

　

蒐
集
さ
れ
た
河
川
交
通
関
係
の
資
料
は
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

甚
衛
自
身
が
以
前
に
作
っ
て
い
た
目
録
を
も
と
に
作
成
し
た
『
藤
沢
市
史
資
料
所
在
目
録
稿
』
第
四
集
の
「
金
沢
家
史
料
」
の
「
五
．

交
通
」
の
項
に
は
、
甚
衛
に
よ
る
解
説
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

交
通
の
量
は
世
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
東
海
道
で
も
、
中
仙
道
で
も
こ
れ
を
追
求
し
て
、
漸
く
こ
こ
に
そ
の
数
例
を
挙

げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
多
く
遺
存
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
当
時
、
明
確
な
記
録
も
為
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
富
士
川
史
料
な
ど
は
示

し
て
い
る
。
自
然
、
一
般
交
通
史
が
こ
れ
に
触
れ
よ
う
と
せ
ず
、
た
ま
た
ま
、
そ
れ
に
言
及
し
た
も
の
は
、
大
き
な
過
誤
を
犯
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
慶
大
の
「
史
学
」
と
交
通
文
化
協
会
の
「
交
通
文
化
」
に
求
め
ら
れ
て
拙
稿
を
載
せ
た
が
、
そ

れ
は
こ
こ
に
掲
げ
た
史
料
の
吟
味
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た（

（2
（

。

　

甚
衛
は
世
情
の
指
標
と
し
て
交
通
量
を
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
交
通
量
を
示
す
史
料
は
あ
ま
り
遺
さ
れ
て
い
な
い
上
に
当
時
か
ら

明
確
な
記
録
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
「
史
料
写
」
等
が
示
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
一
般
交
通
史
」
が
交
通
量
の
問

題
に
触
れ
よ
う
と
せ
ず
、
言
及
し
た
も
の
が
あ
っ
て
も
大
き
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
点
を
問
題
視
し
て
い
る
。

　

甚
衛
は
求
め
ら
れ
て
複
数
の
雑
誌
に
論
文
を
載
せ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
『
史
学
』
は
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
史
学
会
の
機

関
誌
で
あ
る
。「
金
澤
仭
」
の
名
前
で
「
徳
川
時
代
東
海
道
の
交
通
量
に
関
す
る
一
考
察
」
が
一
〇
巻
二
号
（
一
九
三
一
年
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
同
論
文
で
甚
衛
は
、「
旅
客
を
算
へ
る
の
に
は
、
城
下
に
於
て
す
よ
り
も
松
並
木
に
於
て
す
る
方
が
容
易
で
あ
る
」
と
し
て
、

大
き
な
渡
船
場
や
関
所
で
は
な
く
、
富
士
川
の
渡
船
場
の
直
ぐ
東
に
在
る
潤
井
川
の
川
越
場
に
注
目
す
る
。
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同
論
文
の
「
二
」
で
は
、「
渡
船
者
数
を
知
る
最
も
直
接
的
な
資
料
は
『
賃
銭
留
』
で
あ
る
」
と
し
て
、
宝
永
四
年
（
一
七
五
四
）
の

舟
賃
三
割
増
の
新
制
を
契
機
に
作
ら
れ
た
賃
銭
留
帳
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
史
料
写
」
に
収
録
さ
れ
た
「
富
士
川
渡
船
賃
銭
留

帳
」（
四
三
（
〇
一
））
で
あ
り
、
前
書
の
「
附
り
」
か
ら
渡
船
賃
の
有
料
・
無
料
の
対
象
の
概
略
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、「
武
士
を
始
め
伝
馬
証
文
其
他
に
よ
る
無
料
の
渡
船
者
は
こ
の
外
に
存
す
る
」
と
し
て
、
宝
永
五
年
（
一
七
五
五
）
の
訴
状
を

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
岩
本
村
文
書
」
の
（
町
人
諸
職
人
商
人
等
舟
賃
不
払
ニ
付
伺
一
札
）（
〇
〇
五
八
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
こ

の
訴
に
対
し
て
、
次
の
如
き
添
高
札
が
下
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
し
て
「
史
料
写
」
か
ら
「
渡
船
場
添
高
札
」（
〇
七
（
〇
四
））
の
全
文

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
「
三
」
か
ら
「
四
」
で
は
、
宝
永
四
年
、
天
明
六
・
七
年
（
一
七
八
六
・
一
七
八
七
）
の
数
値
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ

こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
①
先
述
の
「
富
士
川
渡
船
賃
銭
留
帳
」、
②
「
史
料
写
」
に
収
録
さ
れ
た
「
富
士
川
渡
船
賃
四
割
增
銭
預
り

帳
」（
二
九
（
〇
一
）・
三
〇
（
〇
一
））
そ
し
て
、
③
岩
本
村
文
書
の
「
富
士
川
船
賃
四
割
増
日
〆
控
」（
〇
二
四
〇
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
史
料
に
記
入
さ
れ
た
「
日
々
の
収
入
を
当
時
の
賃
銭
一
人
十
六
文
を
以
て
」
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
年
の
渡
船
者
数
を
割
り
出
し
て
い

る（
（2
（

。
①
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
は
美
濃
判
竪
帳
で
あ
つ
て
本
文
百
十
二
葉
の
も
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
甚
衛
が
史
料
の
大
き
さ

や
分
量
に
留
意
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

雑
誌
表
紙
の
要
目
の
タ
イ
ト
ル
末
尾
に
は
「（
上
）」
と
書
か
れ
て
お
り
、
考
察
に
あ
た
る
続
編
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
残
念

な
が
ら
『
史
学
』
に
は
続
編
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
国
際
交
通
文
化
協
会
『
交
通
文
化
』
へ
の
寄
稿

　

も
う
一
つ
の
寄
稿
先
で
あ
る
『
交
通
文
化
』
は
、
国
際
交
通
文
化
協
会
の
機
関
紙
で
、
昭
和
一
三
年
か
ら
二
五
年
ま
で
（
一
九
三
八
～
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戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識
（
古
畑
）

一
九
五
〇
）
三
一
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
国
際
交
通
文
化
協
会
は
、
交
通
文
化
の
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
通
制
度
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
三
井
南
家
一
〇
代
・
三み

つ

井い

高た
か

陽は
る

（
（
（2
（

一
九
〇
〇
～
一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た（

（2
（

。

　

昭
和
初
期
は
、
国
の
文
化
や
国
家
の
将
来
を
考
え
る
上
で
交
通
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
に
京
都
大
学
経
済
学
部
教
授
の
本
庄
栄
治
郎
を
中
心
と
し
て
経
済
史
研
究
会（

（2
（

が
設
立
さ
れ
、
同
研
究
会
か
ら
『
日
本
交
通
史
の
研

究
』
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
社
会
経
済
史
研
究
の
隆
盛
の
中
で
、
交
通
史
研
究
も
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
「
不
幸
に
し
て
我
国

に
於
て
は
、
未
だ
交
通
史
及
政
策
に
関
す
る
特
殊
の
研
究
団
体
を
有
せ
ず
、
特
に
前
者
に
在
つ
て
は
僅
に
経
済
史
の
一
部
と
し
て
存
す
る

の
有
様
で
あ
る（

（2
（

」
と
の
現
状
認
識
に
基
づ
い
て
国
際
交
通
文
化
協
会
は
つ
く
ら
れ
た
。

　

甚
衛
は
、
国
際
交
通
文
化
協
会
の
機
関
誌
に
三
本
の
論
文
を
書
い
て
い
る
。
は
じ
め
て
寄
稿
し
た
「
徳
川
時
代
東
海
道
の
交
通
量
」

（『
交
通
文
化
』
八
、
一
九
三
九
年
）
は
、
富
士
川
の
渡
船
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
分
析
し
た
論
文
で
あ
る
。
経
済
史
学
者
・
大
山
敷
太
郎

に
よ
る
新
居
の
渡
し
の
数
量
的
な
研
究
を
意
識
し
て
い
る（

（2
（

が
、
単
に
数
値
を
挙
げ
る
の
で
は
な
く
、「
体
系
的
史
料
」
に
よ
っ
て
実
態
を

示
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
使
用
さ
れ
た
史
料
に
は
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
を
対
照
し
て
い
く
と
「
岩
本
村
文
書
」
と
「
史
料

写
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
「
一
．
渡
船
の
推
移
」
で
は
、「
イ
、
渡
船
場
」
で
（
富
士
川
渡
船
漕
役
断
リ
訴
状
）（
〇
〇
一
〇
）
を
引
用
し
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇

二
）
に
幕
府
に
よ
っ
て
渡
船
場
が
岩
淵
村
と
岩
本
村
に
固
定
さ
れ
た
が
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
至
っ
て
も
岩
本
村
は
渡
船
役
を
避

け
る
状
態
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る
。
そ
れ
が
「
元
禄
の
文
化
は
た
ち
ま
ち
こ
れ
を
変
貌
し
た
」
と
し
て
、
か
つ
て
忌
避
さ
れ
た
棟
別
渡
船

役
が
「
遽
か
に
村
民
の
欲
求
を
喚
び
」「
渡
船
保
持
の
為
村
入
用
の
大
部
を
尽
く
し
て
狂
奔
し
た
」。
さ
ら
に
、
享
保
期
に
は
渡
船
請
負
人

を
雇
っ
て
そ
の
利
益
を
収
め
る
に
至
り
、「
略
々
そ
の
ま
ゝ
の
情
勢
を
以
て
明
治
へ
推
移
し
た
」
と
展
望
を
示
し
て
い
る
。

　
「
ロ
、
渡
船
及
渡
船
役
」
で
は
、「
岩
本
村
文
書
」
の
（
横
田
内
膳
正
村
詮
手
形
写
）（
〇
〇
〇
九
）
お
よ
び
「
史
料
写
」
の
「
富
士
川
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渡
賃
定
」（
三
四
（
〇
三
））・「
富
士
川
渡
船
役
人
扶
持
米
証
文
」（
〇
五
（
〇
一
））
に
よ
っ
て
、
棟
別
勧
進
に
よ
る
維
持
、
舟
賃
の
設
定
、

扶
持
米
の
支
給
が
説
明
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
定
渡
船
六
艘
制
に
つ
い
て
「
天
和
弐
年
戍
八
月
朝
鮮
人
来
朝
ニ
付
駿
州
富
士
川
船
橋
絵
図
」（
〇
四
〇
四
・
〇
四
〇
五
）
を

使
っ
て
確
か
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
船
役
組
合
持
に
よ
っ
て
別
に
高
瀬
船
を
造
り
、
旅
人
と
の
所
謂
相
対
賃
銭
を
得
る
に
利
用
し
た
こ
と

に
つ
い
て
「
岩
本
村
文
書
」
の
高
瀬
船
関
係
史
料
を
参
照
し
て
い
る
。

　
「
ハ
、
川
の
留
明
」
で
は
、
天
明
七
年
の
「
富
士
川
渡
船
四
割
增
銭
日
々
扣
」（
七
一
～
八
一
）
に
よ
っ
て
月
別
の
川
留
日
数
を
数
え
上

げ
て
い
る
。

　

続
く
「
二
．
渡
船
者
数
」
で
は
、『
史
学
』
の
論
文
で
提
示
し
た
宝
永
四
年
、
天
明
六
・
七
年
の
数
値
デ
ー
タ
を
抄
録
再
掲
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
渡
船
者
数
と
し
て
「
史
料
写
」
の
「
富
士
川
渡
船
人
数
賃
銭
内
訳
覚
」（
五
九
（
〇
一
））
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

　

二
本
目
の
「
五
人
組
制
度
と
交
通
」（『
交
通
文
化
』
二
二
、
一
九
四
三
年
）
は
、
甚
衛
の
専
門
で
あ
る
五
人
組
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ

る
。
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
従
来
の
五
人
組
制
度
の
研
究
は
、
法
制
学
者
の
政
治
的
論
策
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
こ
の
制
度
の
社
会

史
的
、
文
化
史
的
究
明
に
精
進
す
る
も
の
に
と
つ
て
は
自
づ
か
ら
別
個
の
立
脚
点
が
あ
る
」
と
し
て
甚
衛
は
、「
先
づ
史
料
の
整
斉
と
、

之
が
深
き
吟
味
」
に
基
づ
い
た
「
方
法
的
に
純
潔
な
る
研
究
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
論
文
で
は
、「
第
一
章　

交
通
に
関
す
る
五
人
組
条
目
」
に
て
「
一
般
的
な
る
も
の
」「
地
方
的
な
る
も
の
」
そ
し
て
藩
ご
と
に
五
人

組
条
目
を
分
類
す
る
。「
一
般
的
な
る
も
の
」
で
は
、「
最
も
汎
く
、
且
つ
久
し
く
民
土
に
浸
潤
し
た
も
の
は
次
の
二
系
統
で
あ
る
」
と
し

て
関
東
郡
代
・
勘
定
奉
行
を
務
め
た
伊
奈
忠
治
に
よ
る
「
伊
奈
案
系
」
と
老
中
・
久
世
広
之
に
よ
る
「
久
世
案
系
」
に
お
け
る
交
通
条
目

の
数
を
年
代
ご
と
に
集
計
し
た
上
で
、
史
料
を
引
用
し
て
主
要
な
条
目
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、「
第
二
章　

交
通
条
目
の
実
証
」
で
は
、
周
辺
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
条
目
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

注
目
し
た
い
の
は
「
渡
頭
」
の
項
で
あ
る
。
同
項
で
は
、「
渡
船
に
関
す
る
五
人
組
条
目
は
、
そ
の
所
在
の
地
方
に
は
殆
ど
洩
れ
な
く
之

を
具
へ
て
ゐ
る
」
と
し
て
史
料
が
例
示
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
、「
宝
永
、
正
徳
当
時
の
地
方
代
官
と
し
て
最
も
温
情
に
富
む
五
人
組
条
目

を
遺
し
た
小
林
又
左
衛
門
は
、
そ
の
所
管
の
富
士
川
渡
船
に
関
し
て
も
、
ま
こ
と
に
含
蓄
あ
る
表
現
を
以
て
之
を
敷
衍
し
て
ゐ
る
」
と
し

て
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
（
富
士
川
船
場
御
法
度
）（
〇
一
五
五
）
を
引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
史
学
』
論
文
で
も
参
照
し
て
い

た
宝
永
五
年
の
（
町
人
諸
職
人
商
人
等
舟
賃
不
払
ニ
付
伺
一
札
）
を
再
掲
し
、「
諸
職
人
・
諸
商
人
が
当
路
か
ら
特
別
の
地
位
と
便
宜
を

与
へ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
好
個
の
経
済
史
料
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
お
り
、
同
史
料
が
甚
衛
に
と
っ
て
重
要
な
史
料
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
加
え
て
、
添
高
札
で
あ
る
「
渡
船
場
添
高
札
」（
〇
七
（
〇
四
））
を
「
史
料
写
」
か
ら
引
用
し
、『
明
治
以
前
日

本
土
木
史
』（
土
木
学
会
、
一
九
三
六
年
）
が
そ
の
年
号
を
「
寛
永
」
と
誤
読
し
て
「
寛
永
五
年
早
く
も
次
の
如
き
云
々
」
の
説
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
渡
頭
発
達
の
状
を
忘
れ
た
誤
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
続
け
て
、「
近
時
多
く
の
先
学
に
よ
つ
て
推
奨
せ
ら

れ
た
一
著
書
す
ら
、
著
名
な
る
寛
延
三
年
の
徒
党
禁
止
五
人
組
条
目
を
寛
永
三
年
と
誤
つ
て
全
く
論
旨
を
失
し
、
そ
の
他
随
所
の
誤
に
眼

を
覆
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
」
と
痛
切
に
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
も
甚
衛
が
年
代
の
把
握
と
時
代
の
推
移
発
達
を
重
視
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

三
本
目
の
「
五
人
組
制
度
と
外
人
―
安
政
来
航
当
時
の
新
条
目
―
」（『
交
通
文
化
』
二
三
、
一
九
四
三
年
）
で
は
、
外
国
人
来
航
に
関

わ
る
安
政
元
年
以
降
の
新
条
目
に
つ
い
て
箱
館
・
府
中
・
相
模
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
河
川
交
通
関
係
の
史
料
は
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
同
論
文
の
「
む
す
び
」
で
は
、
府
中
の
五
人
組
帳
は
寛
永
一
六
・
一
八
年
（
一
六
三
九
・
一
六
四
一
）
の
伊
奈
関
東
郡
代

案
→
元
禄
の
「
伍
簿
案
」
→
享
保
の
「
当
時
村
方
五
人
組
帳
」
→
天
保
山
本
代
官
・
御
領
知
方
役
所
板
行
の
『
五
人
組
帳
』
等
の
系
統
に

属
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
順
次
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
条
目
が
、
安
政
期
に
は
わ
ず
か
一
八
ヶ
条
の
簡
略
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
三
分
の
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一
が
外
国
人
関
係
の
条
目
と
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
体
系
的
な
資
料
の
中
に
位
置
づ
け
た
上
で
数
量
的
な
分

析
を
行
う
「
系
統
的
検
討
」
の
片
鱗
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

三　

学
界
に
お
け
る
評
価
と
戦
後
へ
の
継
承

（
一
）
同
時
代
に
お
け
る
評
価

　
『
交
通
文
化
』
二
二
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

金
沢
甚
衛
氏
に
は
久
々
で
氏
の
専
門
と
さ
る
ゝ
五
人
組
制
度
か
ら
見
た
交
通
を
御
願
ひ
し
た
。
正
に
氏
の
独
壇
場
で
あ
る
。
氏
は
多

年
五
人
組
制
度
の
史
料
蒐
集
に
力
め
ら
れ
、
已
に
二
万
五
千
点
に
達
す
る
と
云
ふ
。
目
下
文
字
通
り
縷
骨
の
労
作
「
五
人
組
制
度
の

形
姿
的
研
究
」
を
第
一
冊
と
し
、
以
下
「
五
人
組
制
度
の
内
容
的
研
究
」「
五
人
組
制
度
の
実
証
的
研
究
」
各
三
千
枚
が
超
人
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
漸
次
脱
稿
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
は
斯
学
の
た
め
真
に
慶
祝
に
堪
え
な
い
。
こ
の
巨
作
こ
そ
正
に
社
会
史
的
、
文
化

史
的
見
地
に
立
つ
て
の
綜
合
的
且
つ
系
統
的
検
討
に
基
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
敢
え
て
江
湖
に
吹
聴
す
る
。

　

こ
こ
で
甚
衛
の
専
門
は
「
五
人
組
制
度
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
原
稿
は
協
会
の
側
か
ら
依
頼
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
当
時
、
甚
衛
が
二
五
〇
〇
〇
点
を
越
え
る
五
人
組
制
度
関
係
資
料
を
集
め
て
お
り
、「
各
三
千
枚
」
か
ら
成
る
三
部
作
の
刊

行
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（2
（

。
著
作
に
対
す
る
評
価
は
、「
五
人
組
制
度
と
交
通
」
の
冒
頭
で
示
さ
れ
た
方
針
を
敷
衍
し
て

い
る
。『
交
通
文
化
』
八
の
「
執
筆
者
紹
介
」
に
も
「
退
官
後
、
中
央
公
論
其
他
に
二
三
の
研
究
を
発
表
、
そ
の
後
孜
々
と
し
て
五
人
組

の
研
究
に
没
頭
さ
る
ゝ
篤
学
の
士
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
甚
衛
は
当
時
か
ら
五
人
組
制
度
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

甚
衛
の
論
文
は
、
同
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
甚
衛
の
論
文
を
紹
介
・
参
照
し
た
文
献
を
「
表
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２ 
金
沢
甚
衛
論
文
紹
介
・
参
照
文
献
一
覧
」
に
ま
と
め
た
。
同
表
の
前
半
を
見
る
と
、
甚
衛
の
論
文
タ
イ
ト
ル
は
、
京
都
大
学
の
日
本

経
済
史
研
究
所
の
刊
行
物
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
庄
栄
治
郎
が
「
昭
和
六
年
ま
で
の
文
献
を
網
羅
し
た
」『
改
版
日
本
経
済

史
文
献
』（
一
九
三
三
年
）
に
は
、「
第
三
部
論
著
」
の
「
一
三
、
交
通
」
に
お
い
て
「
徳
川
時
代
東
海
道
の
交
通
量
」
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
編
集
さ
れ
た
『
日
本
経
済
史
新
文
献
』（
一
九
四
一
年
／
戦
後
『
日
本
経
済
史
第
二
文
献
』
と
し
て
改
訂
復

刊
）
で
も
同
様
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
経
済
史
第
三
文
献
』
で
は
、

論
文
の
概
要
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
五
人
組
制
度
と
外
人
」
は
「
箱
館
に
於
け
る
条
目
、
府
中
に
於
け
る
条
目
、
相
模
に
於
け
る
条
目
に

分
ち
、
外
人
来
航
に
関
し
て
の
新
条
目
を
指
摘
し
て
ゐ
る
」（「
一
五
、
法
制
史
」）、「
五
人
組
制
度
と
交
通
」
は
「
交
通
に
関
す
る
五
人

組
条
目
を
挙
げ
、
交
通
条
目
即
ち
並
木
・
一
里
塚
・
キ
リ
シ
タ
ン
改
・
他
行
届
・
関
所
手
形
・
飛
脚
に
つ
き
実
証
す
る
」（「
一
七
、
交

通
・
通
信
」）
と
紹
介
さ
れ
る
。

　

甚
衛
の
論
文
を
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
日
本
経
済
史
研
究
所
に
限
ら
な
い
。「
五
人
組
制
度
と
交
通
」
と
「
五
人
組
制
度
と
外
人
」
は
、

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
年
六
月
・
一
〇
月
刊
行
の
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
編
『
経
済
学
雑
誌
』
一
二
（
六
）・
一
三
（
四
）「
文

献
月
報
」
中
の
「
Ⅲ
．
経
済
史
」「
二
．
各
国
及
特
殊
門
」
欄
に
論
文
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
文
献
月
報
」
の
選
定
基
準
は
、「
本
学

図
書
館
及
び
経
済
研
究
所
資
料
部
に
受
入
せ
る
も
の
の
内
重
要
な
る
も
の
の
み
を
掲
載
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
甚
衛
の
論

文
は
当
時
の
経
済
史
研
究
に
お
い
て
も
一
定
度
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

（
二
）
戦
後
の
交
通
史
研
究
へ
の
継
承

　

前
節
で
の
分
析
に
よ
っ
て
経
済
史
研
究
に
お
け
る
評
価
は
あ
る
程
度
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、『
史
学
』
と
『
交
通
文
化
』
の
論
文
は
、

交
通
史
研
究
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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交
通
史
研
究
者
の
大
島
延
次
郎
が
戦
後
、「
新
制
大
学
の
開
学
に
際
し
、
史
学
の
教
養
の
一
科
と
し
て
」
開
講
し
た
交
通
史
の
講
義
を

も
と
に
し
た
『
日
本
交
通
史
概
説
』（
一
九
五
三
）
で
は
、「
第
三
篇
近
世
の
交
通
」「
第
三
章 

路
傍
の
整
備
」
の
参
考
文
献
の
一
つ
と
し

て
「
五
人
組
制
度
と
交
通
」
が
挙
げ
ら
れ
、
並
木
や
一
里
塚
に
つ
い
て
の
叙
述
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
寺
社
参
詣
史
の
金

字
塔
と
さ
れ
る
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
）
の
「
第
六
章 

近
世
参
詣
発
達
の
諸
因
」「
第
二

節 

交
通
環
境
の
好
転
」
で
は
、「
徳
川
時
代
東
海
道
の
交
通
量
」
を
引
い
て
「
富
士
河
で
は
、
元
禄
に
入
り
俄
に
交
通
量
が
増
大
し
、
天

明
に
お
い
て
や
や
衰
え
、
以
後
一
進
一
退
し
つ
つ
、
大
な
る
変
化
を
見
る
こ
と
な
く
明
治
に
入
っ
て
い
る
」
と
同
論
文
に
お
け
る
甚
衛
の

考
察
を
そ
の
ま
ま
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
。

　

昌
子
住
江
ら
に
よ
る
「
近
世
後
期
東
海
道
に
お
け
る
交
通
量
推
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
渡
辺
和
敏
『
近
世
交
通
制
度
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
や
『
富
士
川
町
史
』
と
と
も
に
富
士
川
の
有
料
渡
船
者
数
に
対
す
る
既
往
研
究
と
し
て
甚
衛
の
「
徳
川
時
代
東

海
道
の
交
通
量
」
が
参
照
さ
れ
、
そ
の
デ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
さ
ら
に
、
丸
山
雍
成
も
「
東
海
道
全
体
を
通
し
て
の
旅
行
者
の
ほ

か
、
近
郷
村
々
の
者
同
士
の
通
行
分
」
も
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
十
全
の
測
定
基
準
と
な
り
う
る
か
検
討
の
余
地
も
あ
る
と
し
な
が
ら

富
士
川
の
渡
船
者
数
の
例
と
し
て
同
論
文
を
提
示
し
て
い
る
。
河
川
交
通
史
研
究
に
お
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
で
取
り
上
げ
た
加
藤
僚

も
岩
本
村
文
書
と
「
交
通
史
料
写
」
を
活
用
す
る
中
で
、「
五
人
組
制
度
と
交
通
」
を
参
照
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
に
至
る
ま
で
甚
衛
の
論
文
は
デ
ー
タ
と
し
て
参
照
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
遺
し
た
資
料
群
と
共
に
引
き
継
が
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
岩
本
村
文
書
」
と
「
富
士
川
交
通
史
料
写
」
の
伝
来
過
程
と
基
本
的
書
誌
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
旧
蔵
者
の
金
沢
甚
衛
に
よ
る
河
川
交
通
関
係
資
料
の
蒐
集
と
活
用
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

両
資
料
群
は
、
昭
和
初
期
に
新
町
三
井
家
九
代
の
高
堅
が
甚
衛
か
ら
購
入
し
、
戦
後
、
三
井
文
庫
か
ら
国
立
史
料
館
へ
譲
渡
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
「
史
料
写
」
の
内
題
は
、「
東
海
道
交
通
史
料
／
富
士
川
之
巻
」
で
あ
り
、
甚
衛
に
よ
る
記
述
か
ら
は
「
潤
井
川
之
巻
」
等
、
他
の
巻
の

存
在
が
推
定
さ
れ
た
。
東
海
道
レ
ベ
ル
で
の
大
規
模
な
資
料
集
の
編
纂
が
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
料
解
題
と
も
言
え

る
「
附
記
」
が
未
記
入
で
終
わ
っ
て
い
る
冊
が
多
い
こ
と
や
現
時
点
で
は
他
の
巻
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
事
業
は
頓
挫
し
て
し

ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
編
纂
事
業
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
か
、
協
力
者
は
い
た
の
か
、
な
ぜ
事
業
は
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
の

か
「
史
料
写
」
の
周
辺
は
未
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　
「
史
料
写
」
の
「
附
記
」
の
記
述
か
ら
は
、
甚
衛
に
よ
る
史
料
批
判
や
史
料
認
識
が
垣
間
見
え
、
在
野
研
究
者
と
し
て
の
手
腕
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
史
料
の
始
原
を
重
視
し
、
周
辺
史
料
と
の
関
係
性
の
中
で
正
確
な
史
料
認
識
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
甚
衛
が
現
地
を
訪
れ
て
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
調
査
先
は
江
戸
期
に
名
主
を
務
め
て
い
た
旧

家
が
多
く
、
彼
と
前
後
し
て
『
静
岡
県
史
料
』
の
編
纂
メ
ン
バ
ー
も
調
査
に
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
甚
衛
の
蒐
集
活
動
に
つ
い
て
は

「
五
人
組
帳
な
ど
の
関
係
資
料
を
全
国
的
な
規
模
で
収
集
し
た
と
い
う
。
収
集
は
古
書
店
な
ど
に
出
回
っ
た
古
文
書
を
購
入
す
る
形
で

行
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
の
作
業
に
よ
っ
て
自
ら
現
地
へ
足
を
運
び
、
資
料
調
査
に
励
む
甚
衛

と
い
う
新
た
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
松
村
に
引
き
継
が
れ
た
村
有
文
書
を
な
ぜ
甚
衛
が
入
手
す
る
こ
と
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が
で
き
た
の
か
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
研
究
者
を
含
め
自
治
体
史
編
纂
と
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
か
、
今
後
蒐
集
活
動
の
実
態
を
よ
り
掘
り

下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
甚
衛
は
、
文
書
を
蒐
集
し
て
資
料
集
を
編
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
研
究
に
活
用
し
て
い
た
。
甚
衛
の
研
究
は
、
経
済

史
学
者
に
よ
る
数
量
的
な
研
究
を
意
識
し
つ
つ
、
数
値
を
挙
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
体
系
的
史
料
」
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
示
す
こ
と

を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
。
五
人
組
帳
に
お
け
る
「
交
通
条
目
」
を
抽
出
す
る
際
に
も
、
五
人
組
条
目
を
分
類
し
た
上
で
の
「
系
統
的
検

討
」
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
周
辺
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
条
目
の
実
態
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、「
史
料

写
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
史
料
群
の
把
握
と
史
料
批
判
に
基
づ
い
た
「
方
法
的
に
純
潔
な
る
研
究
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
範
な
史
料
蒐
集
と
史
料
認
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
甚
衛
の
論
文
は
、
発
表
当
時
か
ら
経
済
史
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
学
界
に
お
い

て
も
一
定
度
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
も
河
川
交
通
史
研
究
に
お
い
て
参
照
さ
れ
、
基
礎
的
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　

以
上
か
ら
、
在
野
研
究
者
と
し
て
の
金
沢
甚
衛
の
遺
産
は
、
所
蔵
先
や
評
価
を
変
え
つ
つ
も
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

本
稿
で
の
作
業
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
史
料
写
」
と
岩
本
村
文
書
は
交
通
史
研
究
だ
け
で
な
く
、
村
落
史
研
究
や
史
学
史
研
究
に
お
い
て
も

有
用
な
資
料
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
甚
衛
が
遺
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
よ
り
広
い
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
筆
を
お
き
た
い
。

付
記

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
富
士
市
立
中
央
図
書
館
の
職
員
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
末
筆
な
が
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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表 １　「富士川交通史料写」附記・書込一覧
冊 請求番号 表題 年代 附記／書込

一 01（01） 富士川川除普請願 宝永 ２ 年

【附】本書ハ当川川除普請ニ関スル最モ古キ文書ニシ
テ、此以外ニハ二三ノ断片的記述ト、誤謬ヲ含メル口
碑ノ存スルアルノミナリ。
寛文十年ト記セル当時ノ手記別ニ存セルモ、十一年ト
セル本書ノ方正シク、内容ハ二三字句ノ相違アルニ過
ギズ。／（欄外）「ミノ誤ヵ」／（欄外）「野ノ誤ヵ」

一 01（03） 富士川川除普請願 享保14年
【附】岩本村旧記（別写）ニ当年「川除請負人府中伝
馬町某」云々トアリ。此村請負願ニ付テハ他ニ知ルト
コロナシ。

二 02（01）
富士川東岸御普請御入用
覚

寛政 ２ ～
文化 ７ 年

【附】川除普請に関し連年の費用を列記したるもの他
になく、元禄時より数次の普請入用に付ては別に史料
あり。尚ほ元禄以降の普請にありては其の費用を知る
に足る記録を見ず。／江川太郎左衛門様御代官所御帳
面より写

二 02（03） 富士川堤出工事出来形覚
安永 ８ ～
明治 ６ 年

【附】本書ハ富士郡松岡村（現岩松村字）名主平右衛
門ノ記録ニ係ルモノニシテ岩本村其他ノ分ヲ含マズ。
尚安永八年以前ノ分別ニ史料アリ／（欄外）「当時該
当者なし、写誤りなるべし」

三 03（01） 富士川用水ニ付届 天明 ８ 年

【附】寛文十一年川普請ニ関スル書上ケ（別段）ニ
「此川筋用水ニ成申候処ハ甲斐駿河迄ニテ壱ヶ所モ無
之候」トアリ、又「嶋之内田地少養申計ニ御座候」ト
アルモノヽ中、田地ハ本書所載ノ夫レニアラズ。

四 04（01） 波戸場出入足控 享保15年

【附】所謂御馳走人足及道造用品代ノ記録トシテ本書
ノ外二三断片的ノモノ此年次ノ前後并徳川末期ニ於テ
之ヲ見ル。
尚本書ニ岩淵方出人足其他ヲ添記セル帳一冊現存ス。

四 04（02）
諸家様富士川御賄日記

（抄写）
寛政 ８ 年

岩淵村問屋孫九右衛門「諸家様富士川御賄日記」ノ中
被下物抜書

四 04（03）
御大名様方御本陣并富士
川御用聞

寛政 ８ 年
庵原郡岩淵村名主弥兵衛「萬覚帳」の中御大名様方御
本陣并富士川御用聞

五 05（01）
富士川渡船役人扶持米証
文

元和 ４ 年
【附】本書は富士川に於ける最初の扶持証文にして藩
主より出でたるものなり。後幕府賄となる。／

（庵原郡岩渕町常盤氏本書所蔵）

五 05（02）
富士川渡船役人扶持米証
文

寛永 ５ 年 （庵原郡岩渕町常盤氏本書所蔵）

五 05（03）
富士川渡船役人扶持米証
文

寛文 ６ 年 （庵原郡岩渕町常盤氏本書所蔵）

五 05（04）
富士川渡船役人扶持米勘
定方手形

宝永 ２ 年
【附】扶持米勘定方に付ては別に割付并皆済証文（年
貢）等参照、殊に寛永時の皆済証文に再吟味を要する
ものを含む。
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冊 請求番号 表題 年代 附記／書込

五 05（05）
御扶持・地方・下毛・入
作　四色物割帳（渡船方
勘定）

享保14年

【附】本書の四色物乃ち御扶持、地方、下毛、入作に
付ては別に史料を存ず。
尚ほ本書は四色割帳と名けて最初のものにして之に前
書（別写）を附せり。

五 05（06）
御扶持・地方・下毛・入
作　四色物割帳（渡船方
勘定）

享保15年

【附】本書は四色割帳は享保十四年以降文政十年まで
の中数十部現存す。尚ほ寛政三年以後（但享保十七年
以降同年迄本帳未見）は毎年舩役本役割前米四斗と一
定せり。／（挟み込み）「当文庫にあり、子之年御扶
持、地方、下毛、入作四色割請取帳　一冊　享保十七
年十一月」

五 05（07）
内取極之事（富士川渡船
方勘定村極メ）

嘉永 ５ 年 （付箋）「〔三一三〕参照」

六 06（03）
富士川渡船高瀨船船頭詫
証文

享保15年 ※白紙挟み込み

七 07（01） 富士川渡船ニ付願 貞享 ４ 年

【附】本書は渡船全般に関し価値に富める史料なるが、
本書の奉行所若くは代官所に提出せられし否やは疑問
なり。

（享保時の岩淵・岩本両村出入文書参照）

七 07（02） 道中奉行触書請証文 元禄 ９ 年

【附】道中奉行触に対する請書は本書の外
　貞享二年
　元禄八年
両度の分現存す

七 07（03） 三度飛脚小越船ニ付証文 元禄12年

【附】三度飛脚に関する当渡船場の史料は本書の外
　宝永三年
　　三度荷物附送書付
を主なるものとす。
尚本史料潤井川之巻参照

七 07（04） 渡船場添高札 宝永 ５ 年
【附】此前年船賃三割増の際に於ける村方渡船方取極
め并当年の船賃取立に関する訴状参照
尚高札に関する文書参照

七 07（05） 渡船名主訴状 正徳 ３ 年
【附】本書は之と関係せる当年及前年の訴状を併せ見
るべし。
但し本書の記すところ必ずしも正確を保せず。

七 07（06） 渡船古証文改ニ付書上 元文元年

【附】本書并本書所載の文書は何れも昭和四年現存、
庵原郡冨士川町（旧岩渕村）斎藤縫殿左衛門の跡同髙
次郎方に於て属目す。
尚市郎右衛門は善七の跡なり。（別写参照）

八 08（04）
富士川渡船修覆金請取証
文

享保14～
17年

享保14年（欄外）「此口上覚は此請取の末端に名主の
書入れたるもの蓋し他の関係に属するものにして、或
は同十五年舟大工甚左衛門の修復金請取書所載の事項
と参照勘考せらるべきものか。」／享保17年（欄外）

「此年時後の名主の書入のまゝなるが疑はし。恐らは
此以降なるべし。」
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冊 請求番号 表題 年代 附記／書込

八 08（05）
富士川渡船綱請負并綱代
請取証文

享保17年 （欄外）「本書の年次前葉に同じ。」

八 08（07）
富士川高瀨船定渡船各造
船方覚

享保17年 （欄外）「以下、記入なし」

八 08（08）
富士川渡船新造修覆并櫓
木ニ付覚書

享保18年 （欄外）「以下、記入なし」

八 08（09） 富士川渡船綱代請取証文 享保18年 （欄外）「岩本村名主」

九 09（02） 富士川甲州船留置方下知 正徳 ５ 年 （欄外）「、、各虫喰にて不明」

一〇 10（03） 富士川渡船助郷增加願 享保 ２ 年 （欄外）「書誤りか（北松野）」

一〇 10（06） 三役御免ニ付村請状 宝暦 ９ 年 （欄外）「升の誤記」

一一 11（01） 富士川渡船勤方ニ付訴状 享保17年 （欄外）「あやつりナルベシ」

一二 12（01） 富士川渡船古事覚書 ―

【附】本書の中、助郷の記事は年代再調を要すべし。
（網引人足の事は岩本村文書等により所謂助郷と別に
考ふべきか）尚本書所載高木伊勢守は初代道中奉行た
る高木伊勢守なり。

一二 12（09） 岩淵村組中申合証文 天明 ２ 年

【附】本書記載の事項に関し富士川東岸岩本村名主の
記録する所左の如し

『天明元年丑
岩渕村名主十人と惣百姓と村出入有之、決局新組と古
組と引分り申候処、又出入に相成前々之通十人名主に
て取立仕候、惣百姓まけ申候』

一二 12（10）
富士川渡船二付船頭差入
証文

寛政元年

【附】本書は「牧民金鑑」其他に
『東海道川々并川越船頭等年来不届之取計茂有之趣相
聞候間、夫々吟味之上御仕置可申付処』云々とあるも
のに該る。尚此際の船賃其他に関して別写参照のこと。

二一 21（01） 甲斐国山梨郡村役高 寛延元年 （目次）「（富士川上流関係参考）」

二二 22（01） 甲斐国八代郡村役高 寛延元年 （目次）「（富士川上流関係参考）」

二七 27（01） 富士川参詣導者高札写 ―
（欄外）「金沢附記 井出志摩守は慶長十二年より同十
七年迄在任」

二八 28（01） 田子迺古道 享保18年
（目次）「（富士川流域並附近の変遷）」
（欄外）「金沢考　贅なるべし（以下同断）」／「意味
不明此辺落写か誤写あるべし。」／「原文のまゝ」

三一 31（01） 岩本村旧記
天保元～
明治10年

（欄外）「誤記なるべし」

三三 33（01） 加島村村社八幡社社伝 宝永 ６ 年
（表題）「（富士川下流に関する記述を含む）」／（本
文）「村社八幡社々伝（富士川郡加島村史資料）」

三三 33（02）
松岡村上下往還掃除丁場
定

元文年間 
ヵ

（欄外）「元文に辛卯なし、何れか誤なるへし」

三三 33（03） 岩本郷道路間数改 ― （欄外）「往還なるべし」
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三四 34（01） 船頭居屋敷証文 慶長 ４ 年 （欄外）「別写には五月」

三六 36（01） 渡船名主其外ニ付訴状 寛文10年 （欄外）「原書のまゝ」

三六 36（02） 繰舟公事訴状 貞享 ２ 年 （欄外）「筆写の際」

三八 38（02） 聖護院宮伝馬賃銭請取 正徳 ３ 年

【附】聖護院　宮様御儀先年正徳三巳年富士川村山江
御廻り被為遊候、此節松岡御役所に鈴木三郎兵衛様御
手代玉村曽右衛門様と申仁御勤被遊………（下略）宝
暦七年「聖護院通行御用向扣帳」より抜書

三九 39（01） 富士川渡船櫓木下渡願書 享保14年 （欄外）「「様」脱落カ」

四六 46（01） 野論ニ付奉行書状

明暦 ２ ～
延宝 ２ 年
／明暦 ２
年

（一括）「渡船郷岩本村外村々と村山浅間社と野論関係
文書 一」

四七 47（01） 百姓方訴状 延宝 ７ 年
（一括）「渡船郷岩本村外村々と村山浅間社と野論関係
文書 二」

四八 48（01） 大淵村訴状 元禄10年
（一括）「富士川渡船郷岩本村外村々と大淵村外二ヶ村
と富士山野論文書」

五四 53（03） 富士川洪水覚
永禄 ９ ～
明治 ９ 年

「富士川加島村、岩本村附近各村の旧記並庵原郡岩渕
村（現称富士川町）、松野村附近各村の旧記に依り考
察を加へず原書のまゝ抜書す。仭」／「（以上ノ外尚
ホ数回記載アルモ被害少キモノ故省略ス。）」

五五 54（01） 岩本村御高札留書抜書 元禄 ２ 年 ※朱筆による対校跡あり

六〇 59（01）
富士川渡船人数賃銭内訳
覚

明治 ４ ～
６ 年

（欄外）「借銭 十八貫なるべし」／（欄外）「四挺に非
るか」

六一 60（01）
富士川渡船賃四割增日留
帳

天明 ６ 年
（欄外）「誤なるべし」／（欄外）「人の誤記なるべ
し」／（欄外）「誤算」「同じ」

註 １ 　国文学研究資料館所蔵「富士川交通史料写」（26M/0463）全81冊より筆者作成。
註 ２ 　請求番号は、「26M/0463-」を省略して枝番号のみ表記。
註 ３� 　【附】は「附記」、（欄外）は欄外の書き込み、（付箋）は挿入された付箋、（目次）は目次への書き込み、

（表題）は各史料ごとの表題が書かれた初丁への書き込み、（本文）は筆写史料に対する書き込み、（一括）
は複数の史料を一括してつけられた表題を示す。

註 ４ 　引用文中の史料名は便宜上ゴシックにした。とくに注目してほしい記述には下線を引いた。
註 ５ 　煩雑を防ぐため、書き込みについては特徴的なものに限定して表記した。
註 ６ 　細かい校正に留まる冊については省略した。
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表 ２　金沢甚衛論文紹介・参照文献一覧
編著者 書名　巻号 発行 年代 紹介・参照内容

― 『歷史地理』380 日本歴史地理学会 1931 「最近史学関係論文一覧」で①を紹介。

本庄栄治郎
ほか編

『改訂日本経済史
文献』

日本評論新社 1933
「第三部 論著」の「一三、交通」において②を紹
介。

― 『史潮』 ９ （ ４ ） 大塚史学会 1939
「最近史学関係文献目録」（17）の「歴史地理」の
項で②を紹介。

本庄栄治郎
ほか編

『日本経済史新文
献』

日本評論新社 1941
「第三部 論著」の「一八、陸運」において②を紹
介。

― 『経済史研究』30 日本経済史研究所 1943
「最近の経済史学会」の「政治・対外関係・法
制」で③および④を紹介。

―
『経済学雑誌』12
（ ６ ）

大阪商科大學経済
研究所

1943
「文献月報」の「Ⅲ．経済史」「二．各国及特殊
門」で③を紹介。

―
『経済学雑誌』13
（ ４ ）

大阪商科大學経済
研究所

1943
「文献月報」の「Ⅲ．経済史」「二．各国及特殊
門」で④を紹介。

― 『経済史研究』32 日本経済史研究所 1945
④について「箱館に於ける条目、府中に於ける条
目、相模に於ける条目に分ち、外人来航に関して
の新条目を指摘してゐる」と紹介。

本庄栄治郎
ほか編

『日本経済史第三
文献』

日本評論新社 1953

「第二部 資料」の「一五、法制史」において④を
「箱館に於ける条目、府中に於ける条目、相模に
於ける条目に分ち、外人来航に関しての新条目を
指摘してゐる」と紹介。

「第三部 論著」の「一七、交通・通信」において
③を「交通に関する五人組条目を挙げ、交通条目
即ち並木・一里塚・キリシタン改・他行届・関所
手形・飛脚につき実証する」と紹介。

大島延次郎 『日本交通史概説』 宝文館 1953
「第三篇 近世の交通」「第三章 路傍の整備」の参
考文献として③を挙げる。

本庄栄治郎
ほか編

『日本経済史第二
文献』

日本評論新社 1955
「第三部 論著」の「一八、陸運」において②を紹
介。

沢寿次
瀬沼茂樹

『旅行100年 駕籠
から新幹線まで』

日本交通公社 1968

①で算定された数値を挙げ、「とにかく平均二、
三百人の旅人では、東海道筋も、普通の日はあん
まり賑やかなものだとはいえないようである」と
考察。

新城常三
『新稿社寺参詣の
社会経済史的研究』

塙書房 1982

「第六章 近世参詣発達の諸因」の「第二節 交通
環境の好転」で「富士河では、元禄に入り俄に交
通量が増大し、天明においてやや衰え、以後一進
一退しつつ、大なる変化を見ることなく明治に
入っている」と②における交通量の変遷について
の考察を参照。
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― 『経済学文献年報』 文生書院 1984

６ 月の「Ⅲ．経済史」「二．各国及特殊門」で③
を紹介。
10月の「Ⅲ．経済史」「二．各国及特殊門」で④
を紹介。

渡辺和敏
『近世交通制度の
研究』

吉川弘文館 1991
「第一章 東海道と諸施設」の「第四節 交通量」
にて②の富士川の渡船者数のデータを参照。

松村博
『大井川に橋がな
かった理由』

創元社 2001

「第三章 徒渉しは儲かった―経済的考察」の「②
富士川渡船などの有料利用者からの推定」で、渡
辺和敏の研究や『富士川町史』と共に②における
富士川の渡船者数のデータを参照。

昌子住江
石黒竜

武部健一

「近世後期東海道
における交通量推
定について」（『土
木史研究講演集』
23）

土木学会 2003
富士川の有料渡船者数に対する既往研究として②
を参照、そのデータを使用。

加藤僚

「近世渡船場の構
造と機能―富士川
渡船場附河岸を事
例として」

（『交通史研究』
69）

交通史研究会 2009
③で明らかにされた渡船賃についての取り決めを
参照。

註 １ 　甚衛の論文を紹介・参照している文献をもとに筆者作成。
註 ２� 　①は「徳川時代東海道の交通量に関する一考察」、②は「徳川時代東海道の交通量」（『交通文化』 ８ 、

1939）、③は「五人組制度と交通」（『交通文化』22、1943）、④は「五人組制度と外人―安政来航当時の新条
目―」（『交通文化』23、1943）を示す。
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注（
１
）　

加
藤
僚
「
近
世
渡
船
場
の
構
造
と
機
能
―
富
士
川
渡
船
場
附
河
岸
を
事
例
と
し
て
」（『
交
通
史
研
究
』
六
九
、
交
通
史
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

横
山
昌
寛
「
舟
橋
・
浮
橋
の
技
術
文
化
史
―
失
わ
れ
た
橋
の
記
憶
と
記
録
―
」（「
舟
橋
・
浮
橋
の
技
術
文
化
史
研
究
会H

P

」https://

historyofpontoonbridge.w
ordpress.com

）。

（
２
）　
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
「
金
沢
甚
衛
氏
旧
蔵
資
料
」
目
録
」（『
大
倉
山
論
集
』
四
八
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
二

年
）、
平
井
誠
二
「
展
示
会
「
図
書
館
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」」（『
大
倉
山
論
集
』
六
一
、
二
〇
一
五
年
）

（
３
）　

拙
稿
「
刊
行
物
に
み
る
金
沢
甚
衛
の
横
顔
―
社
会
事
業
の
実
践
と
歴
史
研
究
を
中
心
に
―
」、『
大
倉
山
論
集
』
六
六
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
４
）　

寺
田
格
郎
「
金
澤
甚
衛
旧
蔵
資
料
」（『
杉
並
郷
土
史
会
会
報
』
二
八
三
、
二
〇
二
〇
年
）。
東
京
都
荻
窪
に
住
ん
で
い
た
寺
田
氏
は
甚
衛
の
こ
と
を

「
ジ
ン
ベ
イ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。

（
５
）　

廣
木
尚
「
黒
板
勝
美
の
通
史
叙
述
―
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
に
よ
る
卓
越
化
の
技
法
と
〈
国
民
史
〉
―
」（『
日
本
史
研
究
』
六
二
四
、
日
本
史
研
究

会
、
二
〇
一
四
年
）、
齋
藤
智
志
『
近
代
日
本
の
史
蹟
保
存
事
業
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
）、
松
沢
裕
作
編
『
近
代

日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
他
。

（
６
）　

廣
木
尚
「
近
代
日
本
の
自
治
体
史
編
纂
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
と
地
域
意
識
―
『
足
利
市
史
』
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
史
研
究
』

五
七
九
、
二
〇
一
〇
年
）、
黒
岩
康
博
『
好
古
の
瘴
気 

近
代
奈
良
の
蒐
集
家
と
郷
土
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
他
。

（
７
）　

夏
目
琢
史
「
幸
田
成
友
論
―
経
済
史
か
ら
日
欧
通
交
史
へ
の
断
層
―
」（『
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
四
、
一
橋
大
学
附
属
図
書

館
研
究
開
発
室
、
二
〇
一
六
年
）。

（
８
）　

荒
木
優
太
『
こ
れ
か
ら
の
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
フ
ァ
ー
の
た
め
に 

在
野
研
究
者
の
生
と
心
得
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）、
同
編
著
『
在
野
研
究

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
勝
手
に
は
じ
め
る
研
究
生
活
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
他
。

（
９
）　

以
下
、「
史
料
情
報
共
有
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base5.nijl.ac.jp/

～archicol/
最
終
閲
覧
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
）
の
「
文
書
概

要
」
お
よ
び
藤
實
久
美
子
「
史
料
館
蔵
「
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
〈
袋
綴
本
〉」
の
整
理
に
あ
た
っ
て
」（『
史
料
館
報
』
七
四
、
国
立
史
料
館
、
二
〇



314

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

〇
一
年
）
を
参
照
。

（
10
）　

ラ
ベ
ル
と
製
本
様
式
が
三
井
文
庫
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
旨
を
同
文
庫
研
究
員
の
萬
代
悠
氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
11
）　

富
士
市
史
編
纂
委
員
会
『
富
士
市
史
資
料
目
録
』
第
二
輯
（
一
九
九
〇
年
）
で
は
、
本
文
書
を
「
旧
岩
松
役
場
文
書
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

（
12
）　
「
史
料
情
報
共
有
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
文
書
概
要
で
は
、「
第
八
一
冊
ま
で
の
う
ち
、
第
一
一
、
四
二
、
四
三
、
五
〇
、
五
二
、
五
七
冊
が
欠
け

て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
欠
け
て
い
る
の
は
第
五
〇
冊
の
み
。
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
に
は
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
作
成

さ
れ
た
関
係
目
録
が
現
存
す
る
（
原
則
非
公
開
）。
同
文
庫
研
究
員
の
萬
代
悠
氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
13
）　

た
だ
し
、
三
井
文
庫
理
事
で
あ
っ
た
中
田
易
直
は
「
売
却
」
し
た
と
説
明
し
て
い
る
（
中
田
易
直
「
中
田
易
直
先
生
談
「
戦
後
の
三
井
文
庫
と
文

部
省
史
料
館
に
つ
い
て
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
三
五
、
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
14
）　

三
井
松
坂
家
に
生
ま
れ
、
の
ち
三
井
新
町
家
の
九
代
目
を
継
ぐ
。
呉
服
の
御
用
名
前
・
源
右
衛
門
を
襲
名
。
明
治
二
七
年
三
井
呉
服
店
社
長
と
な

る
。
四
二
年
三
井
合
名
設
立
に
伴
い
同
監
査
役
、
四
五
年
監
査
部
長
。
大
正
二
年
三
井
鉱
山
代
表
取
締
役
、
三
年
三
井
物
産
社
長
、
九
年
三
井
銀

行
社
長
を
歴
任
。
一
方
、
美
術
品
の
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、
書
の
収
集
で
名
高
い
（『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇

〇
四
年
）。

（
15
）　

大
正
一
一
年
五
月
一
四
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
逓
信
博
物
館
に
お
い
て
江
戸
時
代
を
中
心
と
す
る
「
東
海
道
交
通
史
料
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。「
其
蒐
集
を
逓
信
部
内
に
し
て
東
海
道
を
管
轄
し
て
ゐ
る
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
逓
信
局
を
経
て
地
方
の
郵
便
局
長
を
煩
し
従
来
あ
ま

り
史
家
の
手
を
つ
け
て
ゐ
な
い
方
面
に
史
料
の
借
出
を
試
み
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
交
通
史
が
こ
の
頃
か
ら
関
心
を
呼
び
始
め
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
出
品
者
に
甚
衛
の
名
前
は
見
え
ず
、「
東
海
道
交
通
史
料
」
の
タ
イ
ト
ル
と
本
展
覧
会
と
の
関
係
の
有
無
は
未
詳
で
あ
る

（
逓
信
博
物
館
編
『
東
海
道
交
通
史
料
特
別
展
覧
会
目
録
』
一
九
二
二
年
。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
閲
覧https://dl.ndl.

go.jp/

）。

（
16
）　
『
富
士
市
史
』
下
巻
（
富
士
市
、
一
九
六
九
年
）。
石
川
雅
也
氏
は
、
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
崎
家
文
書
中
の

「
岩
本
村
旧
記
」
と
併
せ
て
「
史
料
写
」
三
一
冊
の
「
岩
本
村
旧
記
」
を
翻
刻
し
て
い
る
（
石
川
雅
也
編
『
富
士
地
区
古
文
書
叢
書
』
私
家
版
、
二
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戦
前
に
お
け
る
在
野
研
究
者
の
蒐
集
活
動
と
史
料
認
識
（
古
畑
）

〇
一
八
年
）。
史
料
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
甚
衛
が
ど
こ
を
写
し
、
ど
こ
を
写
さ
な
か
っ
た
の
か
、
両
者
の
比
較
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

ち
な
み
に
前
者
は
、
富
士
市
史
編
纂
委
員
会
編
纂
『
富
士
市
史
資
料
目
録
』
第
二
輯
（
富
士
市
、
一
九
九
〇
年
）「
山
崎
家
文
書
」
の
四
八
・
五
一

頁
に
み
え
る
「
旧
記
」・「
旧
記
（
続
）」
で
あ
る
。

（
17
）　

た
だ
し
、
近
年
の
由
緒
論
・
歴
史
意
識
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
村
の
由
緒
、
正
当
性
を
語
る
「
村
方
旧
記
」
で
あ
る
と
も
言
え
、

事
実
関
係
に
つ
い
て
は
批
判
的
に
読
み
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
久
留
島
浩
「
村
が
『
由
緒
』
を
語
る
と
き
」
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之

編
『
近
世
の
社
会
集
団
由
緒
と
言
説
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
岩
橋
清
美
『
近
世
日
本
の
歴
史
意
識
と
情
報
空
間
』
名
著
出
版
、
二
〇
一

〇
年
他
）。

（
18
）　
「
道
中
奉
行
」（『
国
史
大
辞
典
』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）。

（
19
）　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
ふ
じ
の
く
に
ア
ー
カ
イ
ブ
」（https://w

w
w

.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/

library/index.htm
l

）
に
て
閲
覧
。

（
20
）　
『
静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
（
静
岡
県
、
一
九
三
三
年
）
六
一
〇-

六
一
五
頁
。
こ
の
常
磐
家
は
、
斎
藤
縫
左
衛
門
家
・
斎
藤
億
右
衛
門
家
と
と
も
に

小
休
本
陣
を
務
め
た
常
磐
弥
兵
衛
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
家
は
、
地
方
名
主
と
渡
船
方
名
主
を
兼
帯
し
て
い
た
（『
富
士
川
町
史
』
富
士
川

町
、
一
九
六
二
年
、
二
一
九
頁
）。

（
21
）　
『
藤
沢
市
史
資
料
所
在
目
録
稿
』
第
四
集
（
藤
沢
市
史
編
さ
ん
室
、
一
九
七
一
年
）
一
七
七
頁
。

（
22
）　

た
だ
し
、「
実
際
に
於
て
は
乗
物
荷
物
等
の
賃
銭
を
含
む
が
故
に
」、
割
り
出
し
た
数
か
ら
そ
の
十
分
の
一
を
引
い
た
数
値
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て

い
る
（
金
沢
甚
衛
「
徳
川
時
代
東
海
道
の
交
通
量
に
関
す
る
一
考
察
」『
史
学
』
一
〇
（
二
）、
一
九
三
一
年
）。

（
23
）　

ド
イ
ツ
で
交
通
史
を
研
究
。
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
三
井
船
舶
の
初
代
社
長
。
交
通
史
学
会
、
日
独
協
会
な
ど
の
会
長
、
女
子
美
術
大
学
理

事
長
を
つ
と
め
、
切
手
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
東
京
出
身
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
。
著
作
に
『
日
本
交
通
文
化
史
』『
切
手
の
知
識
』
な
ど

（『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
24
）　

山
本
光
正
「
日
本
交
通
史
料
集
成 

解
説
」（『
日
本
交
通
史
料
集
成
』
第
三
輯
、
聚
海
書
林
、
一
九
八
五
年
）。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

（
25
）　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
日
本
経
済
史
研
究
所
と
改
め
ら
れ
た
。
機
関
誌
『
経
済
史
研
究
』
に
は
、
大
山
敷
太
郎
氏
や
黒
羽
兵
治
郎
氏
ら
が
近

世
の
交
通
に
関
す
る
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

（
26
）　

児
玉
幸
多
「
交
通
史
研
究
の
発
展
」（『
交
通
史
研
究
』
三
四
、
交
通
史
研
究
会
、
一
九
九
四
年
）。

（
27
）　

三
井
高
陽
「
交
通
文
化
研
究
の
意
義
と
本
会
の
使
命
」（『
交
通
文
化
』
一
、
国
際
交
通
文
化
協
会
、
一
九
三
八
年
）。

（
28
）　

そ
の
成
果
は
、
大
山
敷
太
郎
『
近
世
交
通
経
済
史
論
』（
国
際
交
通
文
化
協
会
、
一
九
四
一
年
）
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）　

た
だ
し
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
刊
行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
甚
衛
は
戦
後
、「
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
の
伝
記
を
志
し
た
英
国
の
少
年
が
六
十
歳
の
白
髪

の
翁
に
な
つ
て
も
ま
だ
資
料
を
集
め
て
を
つ
た
と
い
ふ
や
う
に
、
私
も
ま
だ
一
冊
の
本
も
書
き
得
な
い
で
居
る
」
と
語
っ
て
い
る
（『「
く
に
の
あ

ゆ
み
」
を
検
討
す
る
』
自
由
懇
話
会
、
一
九
四
七
年
、
二
〇
頁
）。

（
30
）　

石
山
洋
ほ
か
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期 

雑
誌
記
事
索
引
集
成
』
社
会
科
学
編
、
第
五
九
巻
（
皓
星
社
、
一
九
九
七
年
）、
二
五
四
・
三
一
二

頁
。

（
31
）　

昌
子
住
江
・
石
黒
竜
・
武
部
健
一
「
近
世
後
期
東
海
道
に
お
け
る
交
通
量
推
定
に
つ
い
て
」（『
土
木
史
研
究
講
演
集
』
二
三
、
土
木
学
会
、
二
〇

〇
三
年
）。




